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しか しなが ら,現在の化学療法を以て して も
治癒せ しめ得ない空洞 も少なくな く,又,たと
え一旦軽快 したと思われる空洞か らでも,少な
か らぬ再燃例が認め られ るようである｡
如何なる臨床経過をとったものか ら再燃例が





















第 1節 研 究 対 象
研究対象は,昭和29年 9月か ら昭和34年 9月
までの5カ年間に,京都大学結核研究所外科療






















第3節 研 究 成 績





















これに反 して,軽度改善率は Kaで最も低 く
5.6% であり, Kb(14.0%), Kd(15.6%),
Kc(20.6%)の川副こ高率になっている｡











第 1表 化学療法の治療効果 (非硬化壁空洞の場合)
空 洞 型 I Ka I. Kb ∃ Kc i Kd
空 洞 数 1 405 1 378 i 155 i 230
著 明
改 善
線 状 化 弓 141(34.8%)! 82(21.6%)


















二 ㍉ ∴ 二∴ 二32(20.6%)1 36(15.6%)】
こ,.r J_u,･.J .q .I,｣ :-, 12 (5.2%)l 54 (4.6%)
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第 2 表 化学療法の治療効果 (硬化壁空洞の場合)
?
?
著 明 改 善 J 0
中 等 度 改 善 4 (3.2%)
軽 度 改 善 】 46(37.0%)
不 変 乃 至 悪 化 r 74(59.6%)

































第2節 研 究 成 梼
第 1項 化学療法開始時に於ける空洞型
と再燃率との関係
化学療法開始時に於ける空洞を学 研 病 型 分






第 3表 化学 療法の開始時に於ける病型 と再
燃率 との関係
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17 r 5 Z 4
7.1%F6.7%i7.4% r 3.9%
















研病型分類 5) に従い,大 (内径 4.0cm以上),












即ち,左肺 Sl十三,右肺 Sl及びSEに存在 した
空洞493例中35例 (7.1%),左肺又 は右 肺 S3
に存在 したもの38例中2例 (5.2%),左肺又は



















観 察 例 数 ∃ 493 138







I-: :∴ : ~ 二 _ ∴
?】 ?
察 例 数 236 ; 249
l




















た群及び7- 9カ月の問に陰性化 した群の 3群
に分けて,各群に於ける再燃率を検討 した結果
第7表 噛挟中結核菌の消長と再燃率との関係








再 燃 依 数 6 14 17 喜 13
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第 9表 化学療法剤の投与方式と再燃率との関係
化学療法剤の投与方式
観 察 例 数








































%と前者に比 してかなり低値を示 して い る｡

















の投与期間 19カ月 TI8_旦越 廼






毘晶 設詣 蒜ト3 叫 4言カ月i7首カ月
観 察●例 数 1148 1254






纂謂 t 1年 ･～ 2年L2-3可 3-4年i4-5年
｢ ~∴ ~ 二言 ~ニ 0ー
再 燃 率 10.6%F109% 4.8% 【1.5%
第13表 年 令 と 再 燃
観 察 例
?
再 燃 例 数
? ??





I 414 ; 305
2 t 25 t 23
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る｡
著者の検討 したところでは,INHを全 く含ま





























就いて,その退院 4年後の最終累積 悪 化 率 は
19.4%,同死亡率は3.4% であったが,これを
患者の入院時年令別にみると,40才以上のもの
の経過はそれ以下のものに比 しかなり不良であ
ったと述べている｡著者の成績では,年令別に
みた再燃率には大差なく,この点北本等の成績
と同様である｡
結 吉
1436例の結核性肺空洞を学研病型分類に従っ
て分類 し,夫々に対する化学療法の治療効果を
昭和36.3
検討した｡そして,化学療法により中等度乃至
著明改善された762例の空洞例に就いてその再
燃率を検討 し,以下の結論を得た｡
1) 化学療法の治療対象と考えられる空洞は
非硬化壁空洞であり,就中 Kaは化孝療法の絶
対的適応症,Kb,Kc及び Kdは相対的適応症
である｡これに反 し,硬化壁空洞に対 しては化
学療法の治療効果は著明なものを期待 し難いも
ののように考えられる｡
2) 化学療法後の結核性肺空洞の再燃率と,
化学療法開始時の空洞型,空洞の大きさ及び空
洞の位置等との問には殆んど関係は認められな
い｡ しかしながら,化学療法終了時の空洞の閉
鎖状態と再燃率との間には極めて密接な関係が
認められる｡
3) 啄疾中の結核菌が化学療法開始時より終
始陰性であった群と,化学療法により陰性化 し
た群との問に於いては,前者に於ける再 燃 率
ー193-
は,後者のそれに比 しはるかに低率で,両者の
問には意有の差が認められる｡ 又,化学療法終
了前菌陰性持続12カ月以内のものと12カ月以上
のものとに於いても,前者の再燃率は後者のそ
れに比 し低率であって両者の間には著明な差異
が認められる｡
4) 化学療法剤の投与方式別に再燃率をみる
と,各方式間には著明な差異は認められない｡
しかしながら,投与期間別に再燃率をみると,
12カ月未満投与群では12カ月以上投与群に比 し
再燃率が著るしく高い｡更に, T.P.到達後化
学療法を9カ月未満施行 した群と10カ月以上継
続 した群とでは,後者に於いて再燃率がはるか
に低い｡
5) 化学療法終了後 2カ年間以内に再燃を来
すものが大部分である｡従って,少なくとも治
療終了後 2カ年問は厳重な経過観察が必要であ
る｡
